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 ＊ 本稿は，2017年度南山大学パッヘ研究奨励金 I ― A ― 2による研究成果である。なお，本研究の遂行にあたっては，








































ジ  http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/daitoshi/ よりダウンロード可能）を策定し，特別自治市を今後実現を
図るべき大都市制度として明確に掲げている。名古屋市では，2014年 3月に公表した「名古屋市がめざす大都市

























































































神奈川県 愛知県 京都府 大阪府 兵庫県
按分基準
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
歳出総額 20,064 100.0 22,786 100.0 9,344 100.0 28,236 100.0 19,592 100.0 ―
教育費  5,947  29.6  5,800 25.5 2,295  24.6  6,756  23.9  4,405  22.5 ―
　小学校費  1,943   9.7  1,868 8.2   647   6.9  2,070   7.3  1,437   7.3 小学校教員数
　中学校費  1,137   5.7  1,076 4.7   396   4.2  1,270   4.5    842   4.3 中学校教員数
　高等学校費  1,080   5.4  1,096 4.8   384   4.1    966   3.4    867   4.4 府県立高等学校数
大学費     28   0.1     53 0.2   114   1.2   128   0.5     74   0.4（按分対象外）
　社会教育費等  1,759   8.8  1,708 7.5   754   8.1  2,323   8.2  1,185   6.0 人口
民生費  3,902  19.4  3,611 15.8 1,576  16.9  5,006  17.7  3,041  15.5 ―
　老人福祉費  1,537   7.7  1,526 6.7   706   7.6  2,257   8.0  1,276   6.5 65歳以上人口
　児童福祉費    790   3.9    744 3.3   299   3.2    952   3.4    624   3.2 15歳未満人口
　生活保護費     90   0.4     36 0.2    33   0.4     65   0.2     32   0.2（按分対象外）
　社会福祉費等  1,485   7.4  1,305 5.7   538   5.8  1,732   6.1  1,109   5.7 人口
商工費    230   1.1  2,111 9.3 1,131  12.1  3,498  12.4  2,394  12.2 卸・小売事業所数
土木費    967   4.8  1,798 7.9   710   7.6  2,115   7.5  1,652   8.4 ―
　道路橋梁費    313   1.6    788 3.5   290   3.1    412   1.5    608   3.1
府県道・主要地方
道延長距離
　河川海岸費    233   1.2    363 1.6   234   2.5    550   1.9    498   2.5 行政面積
　港湾費     14   0.1     88 0.4    25   0.3     25   0.1     46   0.2 入港船舶数
　都市計画費    256   1.3    267 1.2    73   0.8    491   1.7    242   1.2（按分対象外）
　住宅費     99   0.5    232 1.0    42   0.4    574   2.0    211   1.1 府県営住宅戸数
　空港費      0   0.0     18 0.1     0   0.0 1   0.0 9   0.0（按分対象外）
　その他     53   0.3     41 0.2    47   0.5     62   0.2     37   0.2 人口
農林水産業費    239   1.2    644 2.8   197   2.1    112   0.4    753   3.8 農林漁業就業者数
その他の歳出  8,779  43.8  8,822 38.7 3,433  36.7 10,749  38.1  7,346  37.5 ―
　公債費  3,019  15.0  3,763 16.5 1,183  12.7  4,026  14.3  3,267  16.7 人口
　警察費  1,888   9.4  1,626 7.1   786   8.4  2,642   9.4  1,326   6.8
　総務費  1,087   5.4    827 3.6   432   4.6    962   3.4    715   3.6
　議会費     35   0.2     31 0.1    20   0.2     25   0.1     23  0.1（按分対象外）
　衛生費    553   2.8    529 2.3   240   2.6    655   2.3    500   2.5
　　保健所費     43   0.2     27 0.1    25   0.3     53   0.2     36   0.2（按分対象外）
　　清掃費      0   0.0     92 0.4    15   0.2      6   0.0      2   0.0（按分対象外）
　　他の衛生費    510   2.5    410 1.8   200   2.1    596   2.1    462   2.4 人口
　府県税交付金  2,114  10.5  1,971 8.7   658   7.0  2,334   8.3  1,279   6.5（按分対象外）
　その他     83   0.4     75 0.3   114   1.2    106   0.4    237   1.2 人口
（参考）人口（人） 9,126,214 7,483,128 2,610,353 8,839,469 5,534,800 ―




 　五大市が所在している府県の普通会計歳出総額は，大阪府が最も大きく 2兆 8,000億円台に達し
ている。次いで名古屋市を擁する愛知県が 2兆 3,000億円弱で，横浜市を擁し人口規模の最も大き
な神奈川県は 3番目の約 2兆円にとどまっている。神戸市を擁する兵庫県は，人口は 550万人程度
であるが，歳出総額は 1兆 9,600億円と，神奈川県と同程度の規模に達している。5府県のうち人




























































































































神奈川県 愛知県 京都府 大阪府 兵庫県
按分基準
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
歳入総額 20,273 100.0 22,983 100.0 9,395 100.0 28,468 100.0 19,699 100.0 ―
府県税 12,533  61.8 12,603  54.8  3,379  36.0 12,840  45.1  7,143  36.3 ―
　府県民税個人分  4,417  21.8  3,263  14.2    905   9.6  3,133  11.0  2,100  10.7
市町村民税個人分
税収額
　府県民税法人分    461   2.3    668   2.9    138   1.5    755   2.7    246   1.2
市町村民税法人分
税収額
　府県民税利子割等    397   2.0    354   1.5    112   1.2    418   1.5    262   1.3
大都市の府県税交
付金実績額
　事業税  2,311  11.4  3,116  13.6    632   6.7  3,080  10.8  1,279   6.5
市町村民税法人分
税収額
　地方消費税  3,177  15.7  3,047  13.3  1,052  11.2  3,639  12.8  1,948   9.9 民間最終消費支出
　自動車税・
　自動車取得税
 1,016   5.0  1,262   5.5    279   3.0    862   3.0    670   3.4 自動車保有台数




　その他の府県税    363   1.8    326   1.4    123   1.3    496   1.7    258   1.3 人口




　地方交付税  1,009   5.0    797   3.5  1,716  18.3  2,826   9.9  3,031  15.4
　国庫支出金  1,781   8.8  2,074   9.0    882   9.4  2,491   8.7  1,938   9.8
　臨時財政対策債  1,462   7.2    901   3.9    613   6.5  1,835   6.4  1,245   6.3
　建設地方債等    476   2.3  1,725   7.5    730   7.8  1,057   3.7  1,606   8.2
　その他  3,012  14.9  4,884  21.2  2,074  22.1  7,419  26.1  4,735  24.0
（参考）人口（人） 9,126,214 7,483,128 2,610,353 8,839,469 5,534,800 ―

















55％に達しているが，大阪府では 45％程度，兵庫県や京都府では 36％程度にとどまっている。 
 　府県税収入以外の歳入項目では，一般財源の補填のために国から交付ないしは発行限度額の指定
が行われる地方交付税と臨時財政対策債の発行収入のウエイトが高く，両者を合わせても歳入総額











































































































横浜市 名古屋市 京都市 大阪市 神戸市
金額 按分率 金額 按分率 金額 按分率 金額 按分率 金額 按分率
?????
府県税 5,369 42.8 4,394 34.9 1,976 58.5 5,335 41.5 2,238 31.3
　府県民税個人分 1,959 44.3 1,072 32.8   541 59.8   938 29.9   635 30.2
　府県民税法人分   211 45.9 257 38.5   100 71.9   501 66.4    98 39.8
　府県民税利子割等   103 25.8    70 19.7    38 33.8    71 16.9    45 17.2
　事業税 1,060 45.9 1,199 38.5   455 71.9 2,044 66.4   509 39.8
　地方消費税 1,283 40.4   942 30.9   582 55.3 1,180 32.4   612 31.4
　自動車税・取得税   402 39.5   319 25.3   122 43.9   200 23.2   155 23.1
　軽油引取税   203 51.8   436 77.1    69 50.5   250 54.6   113 29.8
　その他の府県税   148 40.8   100 30.7    70 56.5   151 30.4    72 27.8
府県税以外の歳入 2,640 34.1 2,608 25.1 2,796 46.5 4,360 27.9 2,943 23.4
　地方交付税   344 34.1   200 25.1   797 46.5   788 27.9   710 23.4
　国庫支出金   607 34.1   521 25.1   410 46.5   695 27.9   454 23.4
　臨時財政対策債   499 34.1   226 25.1   285 46.5   512 27.9   292 23.4
　建設地方債等   162 34.1   433 25.1   339 46.5   295 27.9   376 23.4
　その他 1,027 34.1 1,227 25.1   964 46.5 2,070 27.9 1,110 23.4
【控除】府県税交付金   912 43.1   733 37.2   396 60.2   873 37.4   411 32.1
【控除】府県支出金   634 ―   478 ―   368 ―   661 ―   354 ―
歳入増加額合計 6,463 31.9 5,791 25.2 4,009 42.7 8,160 28.7 4,416 22.4
?????
教育費 2,291 38.5 1,488 25.7 1,046 45.6 1,937 28.7 1,086 24.7
　小学校費   769 39.6   511 27.3   313 48.3   556 26.8   343 23.9
　中学校費   441 38.8   287 26.7   203 51.3   352 27.7   209 24.9
　高等学校費   363 33.6   167 15.2   105 27.3   322 33.3   205 23.6
　社会教育費等   718 40.8   524 30.7   426 56.5   707 30.4   329 27.8
民生費 1,547 39.6 1,078 29.9   841 53.3 1,447 28.9   826 27.2
　老人福祉費   617 40.1   473 31.0   383 54.2   662 29.4   354 27.8
　児童福祉費   324 41.1   206 27.6   154 51.7   257 27.0   163 26.2
　社会福祉費等   606 40.8   400 30.7   304 56.5   527 30.4   308 27.8
商工費    94 40.7   871 41.2   738 65.2 1,751 50.1   769 32.1
土木費   169 17.5   208 11.6   144 20.3   201  9.5   165 10.0
　道路橋梁費    57 18.3    70  8.8    63 21.7    89 21.7    53  8.7
　河川海岸費    42 18.1    23  6.3    42 17.9    65 11.8    33  6.6
　港湾費     9 65.5    26 29.0     0  0.0     8 33.6     8 17.9
　住宅費    39 39.5    77 33.2    13 31.5    19  3.4    60 28.6
　その他    22 40.8    13 30.7    27 56.5    19 30.4    10 27.8
農林水産業費    54 22.6    23  3.6    39 19.9     7  6.0    78 10.3
その他の歳出 2,689 30.6 2,056 23.3 1,535 44.7 2,537 23.6 1,668 22.7
　公債費 1,232 40.8 1,155 30.7   669 56.5 1,226 30.4   907 27.8
　警察費   771 40.8   499 30.7   444 56.5   804 30.4   368 27.8
　総務費   444 40.8   254 30.7   244 56.5   293 30.4   198 27.8
　衛生費   208 37.6   126 23.8   113 47.2   182 27.7   128 25.7
　その他    34 40.8    23 30.7    64 56.5    32 30.4    66 27.8
歳出増加額合計 6,843 34.1 5,724 25.1 4,343 46.5 7,878 27.9 4,592 23.4
収支差（歳入増加額合計－歳出増加額合計） ▲380 ▲5.6 67 1.2 ▲335 ▲7.7 282 3.6 ▲176 ▲3.8









































額の比率；34.1％）にきわめて近い値となっている。また，［横浜市大都市自治研究会，2012，pp. 25 ― 27］では，
神奈川県の県税収入額（地方譲与税を含む）のうち，横浜市域内で発生する収入額についても試算しており，横浜
市域分は 4,656億円で，神奈川県全体（10,962億円）の 42.5％となると見込んでいる。この割合は，本稿における










































































































































































は 32市町村に上り，名古屋市を除く県内市町村の 6割に達している。これら 32市町村全体での名
古屋市への就業者流出率は 21.6％であり，20％以上の流出率を示す市町村が 19，30％以上の市町





 　京都市については，京都府内で，同市への就業者流出率が 10％以上となっている自治体は 12市
表 4　大都市（五大市）の所在府県内市町村から大都市への就業者流出状況（2015年）






市町村数 10 1 ― 32
市町村数構成比（％） 31.3  3.1 ― 100.0





市町村数 32 19 7 53
市町村数構成比（％） 60.4 35.8 13.2 100.0




市町村数 12 6 1 25
市町村数構成比（％） 48.0 24.0  4.0 100.0




市町村数 40 25 2 42
市町村数構成比（％） 95.2 59.5  4.8 100.0




市町村数 8 3 ― 40
市町村数構成比（％） 20.0  7.5 ― 100.0
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On the Financial Possibility of ‘Special Self-Governing City’
― An Examination on the Five Big Cities in Japan ―
Toru MORI
 要　　旨 
 　「特別自治市」構想が大都市の財政上意味をもつためには，府県からの移譲財源によって，府県か
ら引継ぐ事務事業の経費を賄うことができる「特別自治市の財政的可能性」の要件の充足が必要であ
る。また，「特別自治市」への移行によって生じる大都市市域内外での広域行政の二元体制が行政の
効率性や公平性を著しく阻害しないためには，大都市と近隣市町村で構成される「大都市圏」の範囲
や，大都市と圏域内市町村との経済的関係が限定的である「大都市圏の限定性」の要件が充たされて
いる必要がある。本稿では，日本の主要な 5つの大都市についてこの 2つの要件がどの程度充足され
ているかを実証的に検討する。検討結果から導かれる結論は，「特別自治市」が今後の大都市制度と
して理想的な構想ではなく，今後，各大都市は，その実情に適した多様な大都市制度構想を立案・追
求していくべきであるというものである。 
